９　泊村同和教育推進協議会の歩み
　昭和44年、同和対策特別措置法が施行されたが、その動きの中で泊村では、昭和47年7月、泊村同和教育研究協議会が発足、初代会長に教育委員長河本聟を選任した。

　昭和51年、名称を泊村同和教育推進協議会と変更し、主な事業として、

1 全国同和教育研究大会への派遣

2 部落解放鳥取県研究集会への派遣

3 同和教育研修会（行政職員）
4 年1回泊小学校PTAと共催で広報紙の発行

などを決議、昭和55年部会制を設け、行政部会、学校・保育部会、社会教育部会、指導部会の4部とした。その主な活動内容は、
　昭和56年―現地交流会、指導者養成講座、部落座談会の開催、広報紙「つわぶき」の発行など。

　昭和58年―一般村民200人を対象に同和対策意識調査の実施など。

　昭和60年―4部会制にさらに事業所部会を加える。

　歴代会長とその就任期間は次のとおり。

　　①河　本　　　聟　　　　　　昭和47･7～昭和53

　　②山田禧正　　　　　　昭和54～昭和55･10辞任　上郡山紀生、会長代行

　　③尾　坂　輝　政　　　　　　昭和56～現在

